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男女共同参画に関する市民意識調査概要版 

 

 

【調査目的】 

本市では、男女が職場や家庭、地域などのあらゆる場で責任を共に担い、共に方針決定に

参画し、生き生きと輝いて暮らすことができる社会形成のための基本方針をまとめた「第３

期摂津市男女共同参画計画～ウィズプラン～」を平成 24 年（2012 年）４月に策定しました。 

この「第３期摂津市男女共同参画計画～ウィズプラン～」の計画期間の中間年にあたる平

成 28 年度には計画の見直しを予定していることから、計画改定の基礎資料とするとともに、

今後の施策を検討する上での参考とすることを目的として実施したものです。 

 

【実施概要】 

調査対象  ： 摂津市に居住する 20 歳以上の市民 

標本抽出方法： 住民基本台帳から無作為抽出 

標本数   ： 2,000 人 

調査方法  ： 郵送配布、郵送回収 

調査期間  ： 平成 27 年（2015 年）9 月 

有効回収数  ：  896 件(44.8％) 

性別    ： 女性 58.8％ 男性 41.1％ 

 

 

   

 

 

目  次 

        男女平等に関する意識について……………………………………２ 

       職場における男女平等意識について………………………………５ 

       育児休業について……………………………………………………６ 

       介護について…………………………………………………………９ 

       出産や子育て、介護などをしながら働き続けるために…………１１ 

       男女の人権について…………………………………………………１３ 

       防災について…………………………………………………………１９ 

       男女共同参画社会について…………………………………………２３ 

 

 

 



2 

 

8.0 42.7 27.9 20.0 1.3全体(n=896)

6.3

10.3

41.0

45.4

30.2

24.7

21.4

17.9

1.1

1.6

女性(n=527)

男性(n=368)

性
別

妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとっ
てよいと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続け
ることは大変だと思うから

夫が働いた方が、多くの収入を得られると
思うから

無回答

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

その他

57.6 

50.5 

47.3 

31.2 

15.8 

4.6 

0.7 

53.0 

52.2 

53.0 

30.9 

13.7 

4.8 

0.0 

62.9 

48.8 

40.5 

31.7 

18.5 

4.4 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体(n=455)

女性(n=249)

男性(n=205)

(％)

 調査結果 

 男女平等に関する意識について                       

○「男は仕事、女は家庭」に『賛成』『反対』ほぼ同数 

 

「男は仕事、女は家庭」という考え方（性別役割分担意識）については、『賛成』50.7％、

『反対』47.9％ 

女性では、『賛成』よりも『反対』が多いが、男性では、『賛成』の方が『反対』よりも多

い 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば 

そ
う
思
わ
な

い そ
う
思
わ
な

い 無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○同意する理由  

「妻が家庭を守った方が子どもの成長にとってよいから」が最も多い 
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その他

無回答

妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会に
とってよいと思うから

自分の両親も働いていたから

家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続け
ることは可能だと思うから

固定的な夫と妻の役割分担の意識を押し付けるべ
きではないから

夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思
うから

男女平等に反すると思うから

62.9 

44.5 

27.0 

25.6 

25.4 

18.9 

6.3 

1.9 

64.7 

44.5 

29.8 

24.6 

26.5 

23.5 

7.4 

2.2 

59.9 

44.6 

22.3 

27.4 

23.6 

10.8 

4.5 

1.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体(n=429)

女性(n=272)

男性(n=157)

(％)

35.5 

3.4 

12.0 
10.2 

25.2 

0.2 

9.9 

2.8 
0.8 

26.6 

7.3 

17.1 
13.6 

21.2 

0.8 

7.1 6.0 

0.3 
0%

10%

20%

30%

40%
女性(n=527)

男性(n=368)

 

 

○同意しない理由 

「固定的な夫と妻の役割分担意識を押し付けるべきではないから」が最も多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 働き方について                             

○女性が職業を持つことについて 

男女とも「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける方がよい」が最も多い 
 

 

 

 

 

 

 

 

結
婚
や
出
産
に
か
か 

わ
ら
ず
、
仕
事
を 

続
け
る
方
が
よ
い 

結
婚
す
る
ま
で
仕
事
を 

持
ち
、
結
婚
後
は
家
事 

に
専
念
す
る
方
が
よ
い 

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で 

仕
事
を
持
ち
、
子
ど
も
が 

で
き
た
ら
家
事
や
子
育
て 

に
専
念
す
る
方
が
よ
い 

子
育
て
の
時
期
だ
け 

一
時
辞
め
、
そ
の
後
は 

フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を 

続
け
る
方
が
よ
い 

子
育
て
の
時
期
だ
け 

一
時
辞
め
、
そ
の
後
は 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
仕
事 

を
続
け
る
方
が
よ
い 

仕
事
に
は
就
か
な
い 

方
が
よ
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 
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20.1 

13.3 
11.2 9.8 

29.9 

2.5 
4.7 5.8 

2.8 

0%

10%

20%

30%

40%

全体(n=896)

26.8 

10.7 

45.2 

4.3 
9.0 

1.7 2.3 0.0 

57.6 

12.2 10.6 
14.7 

2.0 0.0 
2.9 

0.0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
女性(n=299)

男性(n=245)

 

 

○女性の実際の働き方 

「子育ての時期だけ一時辞め、その後はパートタイムで仕事を続けている（続

けていた／続けるつもり）」が最も多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○職業（働き方）について 

女性は「パートやアルバイト（学生アルバイトを除く）」が最も多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
社
・
団
体
・ 

官
公
庁
な
ど
の 

正
社
員
・
正
職
員 

会
社
・
団
体
・ 

官
公
庁
な
ど
の 

契
約
社
員
や 

派
遣
社
員 

パ
ー
ト
や 

ア
ル
バ
イ
ト 

（
学
生
ア
ル
バ
イ
ト 

 

を
除
く
） 

自
営
業
主
・ 

経
営
者 

（
農
林
業
を
含
む
） 

自
営
業
の
手
伝
い
、 

家
族
従
業
員 

内
職
な
ど
家
庭
で 

で
き
る
仕
事 

そ
の
他 

無
回
答 

 

結
婚
や
出
産
に
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
を
続

け
て
い
る
（
続
け
て
い
た
／
続
け
る
つ
も

り
） 

結
婚
す
る
ま
で
仕
事
を
持
ち
、
結
婚
後
は

家
事
に
専
念
し
て
い
る(
専
念
し
て
い
た

／
専
念
す
る
つ
も
り)

 

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
仕
事
を
持
ち
、
子
ど
も

が
で
き
た
ら
家
事
や
子
育
て
に
専
念
し
て
い

る
（
専
念
し
て
い
た
／
専
念
す
る
つ
も
り
） 

子
育
て
の
時
期
だ
け
一
時
辞
め
、
そ
の
後

は
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
続
け
て
い
る

（
続
け
て
い
た
／
続
け
る
つ
も
り
） 

子
育
て
の
時
期
だ
け
一
時
辞
め
、
そ
の
後

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
仕
事
を
続
け
て
い

る
（
続
け
て
い
た
／
続
け
る
つ
も
り
） 

仕
事
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
（
就
く
つ
も

り
は
な
い
） 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 
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（12）その他

（１）募集・採用の仕方

（２）採用数

（３）配置される職場

（４）仕事の内容

（５）賃金

（６）昇進・昇格

（７）能力評価（業績評価・人事考課など）

（８）管理職への登用

（９）研修の頻度や内容

（10）定年まで働き続けやすい雰囲気

（11）育児・介護休業などの取得に関して

20.6

24.6

20.6

18.3

27.9

30.3

22.2

37.8

14.5

17.2

2.9

0.7

49.2

38.0

44.2

47.0

50.3

39.4

47.9

28.8

52.8

52.3

28.3

5.3

9.0

10.3

8.4

10.3

1.5

1.7

1.8

1.1

0.4

3.3

27.7

0.4

14.5

18.5

20.0

18.2

13.6

21.1

20.7

25.0

24.6

19.6

31.7

12.8

6.8

8.6

6.8

6.2

6.8

7.5

7.3

7.3

7.7

7.5

9.4

80.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=545)

 

 

職場における男女平等意識について                                   

○平等だと思う多い順は、「研修の頻度や内容」「定年まで働き続けやすい雰囲気」

「賃金」 

 

 

「
男
性
」
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い

る 平
等
で
あ
る 

「
女
性
」
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い

る あ
て
は
ま
ら
な

い 無
回
答 
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56.0

24.5

29.4

40.8

2.8

13.0

0.8

5.2

7.4

15.2

3.6

1.4

女性(n=527)

男性(n=368)

性
別

22.4

19.8

64.3

69.0

4.6

4.3

4.0

4.9

1.9

0.5

2.8

1.4

女性(n=527)

男性(n=368)

性
別

43.0 34.0 7.1 2.6 10.6 2.7全体(n=896)

21.4 66.2 4.5 4.4
1.3
2.2

全体(n=896)

 

  

育児休業について                                          

○今後の育児休業取得希望について 

『育児休業を取得したい』は約 7 割 

 

 

積
極
的
に 

取
得
し
た
い 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
取
得 

し
た
い 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
取
得 

し
た
く
な
い 

取
得 

し
た
く
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○男性の育児休業制度活用について 

「男性も育児休業を取ることは賛成だが、現実的には取りづらいと思う」が最も多い 

 

男
性
も
育
児
休
業
を 

積
極
的
に
取
る
べ
き 

で
あ
る 

男
性
も
育
児
休
業
を 

取
る
こ
と
は
賛
成 

だ
が
、
現
実
的
に
は 

取
り
づ
ら
い
と
思
う 

育
児
は
女
性
が
す
る 

べ
き
で
あ
り
、
男
性
が 

育
児
休
業
を
取
る
必

要
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 
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職場に取りやすい雰囲気がないから

取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから

取ると経済的に困るから

仕事が忙しいから

男性が取ることについて社会全体の認識が十分に
ないから

わからない

取ると人事評価や昇給などに悪い影響があるから

周囲に取った人がいないから

無回答

その他（具体的に）

取りづらいとは思わない

56.6 

48.4 

44.6 

36.0 

35.4 

34.2 

26.7 

4.1 

0.7 

1.1 

4.5 

56.5 

51.8 

47.6 

35.3 

38.9 

36.2 

30.7 

3.6 

0.6 

0.9 

5.7 

56.8 

43.8 

40.2 

37.2 

30.4 

31.0 

20.9 

4.9 

0.8 

1.4 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

 

 

○男性が育児休業を取りづらい理由 

「取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから」が最も多い 
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その他

無回答

妊娠・出産をした女性への職場でのいやがらせ
（マタニティ・ハラスメント）があるから

仕事が忙しいから

周囲に取った人がいないから

わからない

取りづらいとは思わない

取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから

職場に取りやすい雰囲気がないから

子どもが生まれたら女性は仕事を辞めて子育てに
専念するという考え方があるから

取ると経済的に困るから

取ると人事評価や昇給などに悪い影響があるから

47.1 

31.1 

27.9 

18.5 

15.2 

15.0 

14.6 

8.4 

5.7 

9.6 

1.2 

11.6 

55.4 

34.5 

30.0 

19.5 

15.6 

15.7 

16.1 

9.7 

5.1 

9.7 

1.9 

3.4 

35.1 

26.4 

25.0 

17.1 

14.7 

13.6 

12.5 

6.5 

6.5 

9.5 

0.3 

23.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

 

 

○女性が育児休業を取りづらい理由 

「取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから」が最も多い 
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51.5 

23.9 

0.9 1.9 
6.8 

10.8 

2.8 1.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

全体(n=896)

72.1 

9.3 

0.9 2.3 
5.7 7.0 

1.5 1.1 

22.0 

44.6 

0.8 1.4 
8.4 

16.3 

4.6 1.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
女性(n=527)

男性(n=368)

 

 介護について                                               

○介護をする人 

在宅介護が必要になったときに介護をする人には、「自分」が最も多く、次い

で「配偶者」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
分 

配
偶
者 

そ
の
他
の
家
族 

（
男
性
） 

そ
の
他
の
家
族 

（
女
性
） 

介
護
事
業
所
の 

職
員 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

 

 

○女性では「自分」が約 7 割、男性では「配偶者」が約 4 割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
分 

配
偶
者 

そ
の
他
の
家
族 

（
男
性
） 

そ
の
他
の
家
族 

（
女
性
） 

介
護
事
業
所
の 

職
員 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 
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43.4 

2.0 

11.9 

0.4 0.0 1.3 0.1 

22.7 

14.6 

2.3 1.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

全体(n=896)

30.9 

2.3 

18.6 

0.6 0.0 1.7 0.2 

27.7 

15.2 

2.1 0.8 

61.4 

1.6 2.4 0.3 0.0 0.8 0.0 

15.2 13.9 

2.7 1.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
女性(n=527)

男性(n=368)

 

 

 

○介護される場合の希望について 

介護してもらいたい相手は、「配偶者」が最も多い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配
偶
者 

息
子 

娘 息
子
の
配
偶

者 娘
の
配
偶
者 

そ
の
他
の
家
族 

（
女
性
） 

そ
の
他
の
家
族 

（
男
性
） 

介
護
事
業
所
の 

職
員 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

 

 

女性では「配偶者」が 3 割、「介護事業所の職員」「娘」の順 

男性では「配偶者」が 6 割で女性の 2 倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配
偶
者 

息
子 

娘 息
子
の
配
偶
者 

娘
の
配
偶
者 

そ
の
他
の
家
族 

（
女
性
） 

そ
の
他
の
家
族 

（
男
性
） 

介
護
事
業
所
の 

職
員 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 
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わからない

無回答

働き続けることに対する家族や周囲の理解や協力

労働時間の短縮や子育て中の社員に対する残業免
除

休業中の職場からの情報提供

職場における男女の差別的取扱いの是正

その他

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境
の雰囲気づくりの推進

育児休業・介護休業中の賃金の補填その他の経済
的支援の充実

部下の育児や介護について管理職が配慮し応援す
る姿勢

育児や介護のための施設やサービスの充実（地域
や職場の保育所や保育サービス、デイケアサービ
ス等）

在宅勤務、フレックスタイム制などの柔軟な勤務
制度の導入

66.6 

51.8 

51.5 

42.0 

39.3 

38.5 

37.2 

22.5 

16.3 

1.1 

3.8 

3.6 

67.7 

51.8 

54.1 

47.4 

42.1 

39.1 

40.0 

24.1 

18.6 

1.1 

3.2 

4.7 

65.2 

51.9 

47.8 

34.2 

35.1 

37.8 

33.2 

20.4 

13.0 

1.1 

4.6 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

出産や子育て、介護などをしながら働き続けるために                                 

 ○男性が出産や子育て、介護などをしながら働き続けるために必要なことについて 

「育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の雰囲気づくりの推進」が最も

多い 
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その他

わからない

無回答

育児や介護のための施設やサービスの充実（地域
や職場の保育所や保育サービス、デイケアサービ
ス等）

在宅勤務、フレックスタイム制などの柔軟な勤務
制度の導入

家事や育児、介護等への男性の参加

職場における男女の差別的取扱いの是正

休業中の職場からの情報提供

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境
の雰囲気づくりの推進

労働時間の短縮や子育て中の社員に対する残業免
除

育児休業・介護休業中の賃金の補填その他の経済
的支援の充実

働き続けることに対する家族や周囲の理解や協力

部下の育児や介護について管理職が配慮し応援す
る姿勢

68.1 

47.8 

47.8 

47.1 

47.0 

45.0 

41.7 

31.5 

21.3 

18.6 

0.7 

4.0 

6.1 

73.4 

54.8 

48.2 

53.5 

50.5 

50.5 

45.9 

36.2 

24.3 

20.5 

0.6 

3.0 

1.9 

60.3 

37.8 

47.3 

38.0 

42.1 

37.2 

35.9 

24.7 

17.1 

16.0 

0.8 

5.4 

12.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

  

 

○女性が出産や子育て、介護などをしながら働き続けるために必要なことについて 

「育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の雰囲気づくりの推進」が最も

多い 
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殴る、蹴る、髪を引っ張る

金銭的な自由を与えない

外出を制限する

無視し続ける

電話やメールのチェックをする

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

容姿や人格について傷つくことを言う

生活費を渡さない

「誰のおかげで生活している」と言う

家族や友人とのつきあいを禁止・制限する

避妊に協力しない

子どもに危害を加えることをほのめかす

望まないのに性的な写真や映像を撮り、パソコン等に保存する

物を投げつける

大切なものを壊したりペットに危害を加える

望まないのに性的な行為を強要する

殴るふりをして脅す

好みの髪型やファッションを強要する

働くことを禁じる

80.5

69.5

69.1

68.0

65.5

62.4

58.0

53.7

52.7

51.8

48.7

48.1

46.7

45.4

43.1

42.1

37.9

32.3

25.1

3.6

11.0

11.4

12.5

15.0

18.0

19.2

22.8

24.2

23.8

25.8

26.9

30.5

28.2

29.5

29.7

30.7

36.2

39.1

2.1

3.0

3.3

4.4

3.7

3.9

7.0

7.4

8.1

8.5

10.6

8.9

6.8

10.3

11.0

12.3

15.1

15.4

20.3

13.8

16.4

16.2

15.2

15.8

15.7

15.7

16.2

15.0

16.0

15.0

16.1

16.1

16.1

16.4

16.0

16.3

16.2

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=896)

 

男女の人権について                                  

 

○配偶者やパートナーからの暴力について 

ＤＶにあたるのは、「殴る、蹴る、髪を引っ張る」「子どもに危害を加えること

をほのめかす」「望まないのに性的な写真や映像を撮り、パソコン等に保存す

る」など 

 

 

 

 

 

 

  

Ｄ
Ｖ
に 

あ
た
る 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

Ｄ
Ｖ
に 

あ
た
ら
な
い 

無
回
答 

 

 



14 

 

物を投げつける

望まないのに性的な写真や映像を撮り、パソコン等に保存する

望まないのに性的な行為を強要する

大切なものを壊したりペットに危害を加える

殴るふりをして脅す

デート代をいつも払わせる

無視し続ける

借りたお金を返さない

お金をねだる

好みの髪型やファッションを強要する

避妊に協力しない

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

容姿や人格について傷つくことを言う

執拗にメールを送ってくる・返信を催促する

家族や友人とのつきあいを禁止・制限する

電話やメールのチェックをする

殴る、蹴る、髪を引っ張る 70.0

62.7

61.0

59.8

59.0

54.4

53.8

52.2

48.5

45.5

44.9

42.0

39.0

33.8

29.0

28.6

27.7

3.8

8.9

8.9

10.7

12.1

14.0

15.2

15.0

19.0

20.2

21.2

22.2

24.3

29.1

31.4

31.9

32.6

1.0

2.5

3.5

3.1

2.8

5.6

4.7

6.4

6.7

7.7

7.7

9.4

10.4

10.6

13.3

14.1

13.5

25.2

25.9

26.6

26.3

26.1

26.1

26.3

26.5

25.8

26.6

26.2

26.5

26.3

26.5

26.3

25.4

26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=896)

 

 

 

 

○恋人など交際相手からの暴力について 

デートＤＶにあたるのは、「殴る、蹴る、髪を引っ張る」「物を投げつける」「望

まないのに性的な写真や映像を撮り、パソコン等に保存する」など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に 

あ
た
る 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に 

あ
た
ら
な
い 

無
回
答 
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家族や友人とのつきあいを禁止・制限する

電話やメールのチェックをする

殴る、蹴る、髪を引っ張る

物を投げつける

望まないのに性的な写真や映像を撮り、パソコン
等に保存する

望まないのに性的な行為を強要する

大切なものを壊したりペットに危害を加える

殴るふりをして脅す

避妊に協力しない

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せ
る

容姿や人格について傷つくことを言う

執拗にメールを送ってくる・返信を催促する

無視し続ける

借りたお金を返さない

お金をねだる

好みの髪型やファッションを強要する

デート代をいつも払わせる

1.4 

2.7 

1.3 

2.6 

1.6 

1.7 

2.5 

1.5 

4.9 

2.2 

2.2 

2.7 

4.6 

3.5 

2.7 

2.0 

2.9 

0.9 

1.9 

0.7 

1.6 

0.8 

1.2 

1.5 

0.8 

3.9 

1.3 

0.9 

1.4 

6.3 

0.9 

1.9 

2.5 

1.5 

0.0 5.0 10.0

されたことがある

したことがある

(％)

(n=896)

 

 

 

 

○恋人など交際相手による暴力の経験 

交際相手から暴力されたことがあるのは、「容姿や人格について傷つくことを言

う」が最も多い 

暴力したことがあるのは、「無視し続ける」が最も多い 
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どこにも相談しなかった、また、相談できなかった

無回答

学校関係者（教員、スクールカウンセラーなど）に相談し
た

配偶者暴力相談支援センター（女性相談センターなど）に
相談した

公的な施設（男女共同参画センター、女性センターなど）
に相談した

市区町村の役所の相談窓口に相談した

その他

友人、知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡、相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カウンセ
ラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）に相談
した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

19.7 

14.4 

1.9 

1.3 

0.6 

0.6 

0.3 

0.3 

0.3 

0.6 

40.4 

31.0 

25.4 

17.8 

2.3 

1.9 

0.5 

0.5 

0.5 

0.0 

0.5 

0.0 

34.7 

30.5 

8.6 

7.6 

1.0 

0.0 

1.0 

1.0 

0.0 

1.0 

0.0 

1.9 

52.4 

31.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

全体(n=319)

女性(n=213)

男性(n=105)

(％)

 

 

 

○打ち明けたり相談したりしたこと 

「どこにも相談しなかった、また、相談できなかった」が４割で最も多い 

相談先は、「友人、知人に相談した」が約２割で、公的機関は少ない 
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わからない

無回答

相談したことがわかると仕返しをされたり、さら
に暴力をふるわれると思ったから

相談相手の言動によって、いやな思いをさせられ
ると思ったから

相談相手が誰かに話してしまうのではないかと
思ったから

加害者に「誰にも言うな」と脅されたから

その他

どこに（誰に）相談したらよいのかわからなかっ
たから

他人を巻き込みたくなかったから

世間体が悪いから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

相談するほどの事ではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

自分さえ我慢すればやっていけると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

55.0 

22.5 

21.7 

19.4 

15.5 

10.9 

10.1 

7.8 

5.4 

3.9 

3.1 

3.1 

1.6 

0.0 

7.0 

1.6 

0.0 

48.6 

23.0 

24.3 

24.3 

24.3 

17.6 

10.8 

8.1 

6.8 

6.8 

5.4 

4.1 

2.7 

0.0 

8.1 

1.4 

0.0 

63.6 

21.8 

18.2 

12.7 

3.6 

1.8 

9.1 

7.3 

3.6 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

5.5 

1.8 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体(n=129)

女性(n=74)

男性(n=55)

(％)

 

 

 

○どこにも相談しなかった理由 

「相談するほどの事ではないと思ったから」が 5 割を超えている 
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警察

市区町村などの役所の相談窓口

公的な施設（男女共同参画センター、女性セン
ターなど）

配偶者暴力相談支援センター（女性相談セン
ター、子ども家庭センターなど）

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、カ
ウンセラー・カウンセリング機関、民間シェル
ターなど）

無回答

法務局、人権擁護委員

性暴力救援センター・大阪（ＳＡＣＨＩＣＯ）

その他の公的な機関

その他

ひとつも知らない

65.8 

32.8 

26.3 

21.1 

20.0 

7.9 

3.1 

1.7 

0.6 

12.2 

10.0 

64.1 

32.6 

27.3 

24.5 

22.2 

4.4 

3.4 

1.3 

0.2 

10.4 

11.4 

68.5 

33.2 

25.0 

16.3 

16.8 

13.0 

2.7 

2.2 

1.1 

14.4 

8.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

 

 

○配偶者からの暴力の相談窓口の認知について 

「警察」が 6 割を超えて最も多い 
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14.1 64.3 12.6 3.6
1.6
3.9

全体(n=896)

11.6

17.7

67.7

59.5

13.5

11.1

1.9

6.0

1.5

1.6

3.8

4.1

女性(n=527)

男性(n=368)

性
別

88.6
3.6

1.8
2.0
4.0

全体(n=896)

89.8

87.2

3.4

3.8

1.5

1.9

1.3

3.0

4.0

4.1

女性(n=527)

男性(n=368)

性
別

 

 

 防災について                                                   

○防災への関心の有無 

「関心はあるが、よくわからないので、自分自身がもっと知りたい、学びたい」

が最も多い 

 

 

関
心
が
あ
り
、 

必
要
な
対
策
も
よ
く 

わ
か
っ
て
い
る 

関
心
は
あ
る
が
、
よ
く 

わ
か
ら
な
い
の
で
、 

自
分
自
身
が
も
っ
と 

知
り
た
い
、
学
び
た
い 

関
心
は
あ
る
が
、
知
っ

た
と
し
て
も
自
分
で
は

何
も
で
き
な
い
。
誰
か

が
何
と
か
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う 

関
心
が
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○防災計画策定や役割決定への参画 

「男女がバランスよく参加する必要がある」が約 9 割 

 

男
女
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
参
加

す
る
必
要
が
あ
る 

防
災
は
男
性
の
得
意
分
野
な

の
で
、
男
性
中
心
で
決
め
る
の

が
よ
い 

地
域
活
動
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
は
女
性
が
得
意
な

の
で
、
女
性
中
心
で
決
め
る
の

が
よ
い 

そ
の
他 

無
回
答 
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その他

無回答

避難所を運営するメンバーに男性も女性も同じよ
うに加わること

異性に見られたくない物資（生理用品、下着等）
を配布する際の工夫

心配ごとを相談できる窓口

女性だけ（男性だけ）でくつろげる部屋

同性のアドバイザーに相談できる仕組みをつくる
こと

男女別のトイレ

着替えや授乳のための部屋

プライバシーを確保できる仕切り

紙オムツや流動食など、乳幼児や高齢者らが必要
とする物資の支給

安心して下着などが干せる洗濯物干し場

89.7 

78.9 

73.4 

67.0 

59.2 

56.9 

53.8 

46.4 

34.9 

33.9 

1.6 

2.3 

91.3 

78.9 

75.7 

67.0 

63.4 

56.4 

54.1 

46.5 

37.2 

37.2 

0.9 

2.3 

87.5 

78.8 

70.1 

66.8 

53.0 

57.6 

53.3 

46.2 

31.5 

29.1 

2.4 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

 

 

○避難所における性別に配慮した対応 

「男女別のトイレ」が最も多く、次いで「着替えや授乳のための部屋」「プライ

バシーを確保できる仕切り」の順 
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消防団や防火クラブ等へ女性も参加する

その他

無回答

地域での防火訓練・避難訓練に家族で参加する

応急手当講習会に男性も参加する

炊き出しの調理に男性も参加する

災害トイレ組立訓練に女性も参加する

バールやジャッキ等の防災資機材講習会へ女性も
参加する

避難場所と避難経路を確認する

非常持出品を準備する

災害発生時の連絡方法を決めておく

男性も女性も防災に対する共通の認識を持つ

勤め先や学校での対処法を学ぶ（一時避難、徒歩
帰宅等）

87.3 

78.5 

75.6 

61.2 

41.4 

38.7 

35.7 

32.6 

26.3 

23.7 

20.4 

1.1 

2.3 

89.0 

80.6 

79.9 

61.3 

44.0 

38.0 

31.7 

32.3 

28.8 

23.1 

21.4 

0.9 

2.3 

84.8 

75.3 

69.3 

60.9 

37.5 

39.7 

41.3 

32.9 

22.6 

24.2 

18.8 

1.4 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

 

 

○災害に備えた日頃からの対策 

「避難場所と避難経路を確認する」が最も多い 

次いで「非常持出品を準備する」「災害発生時の連絡方法を決めておく」「男性

も女性も防災に対する共通の認識を持つ」の順 
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その他

無回答

地域防災に参加する機会が少ない若者や働いている女性向
けの防災教育プログラムを開発し、実施する

現在の防災の担い手（防災部局や自主防災組織、災害ボラ
ンティア）向けに、男女共同参画に関する研修を行う

消防団や自主防災組織など、防災の現場における女性の参
画を増やす

災害後の復興計画を検討、策定する場への女性の参画を増
やす

防災や復興の知識を持ち、発言できる女性のリーダーを育
てる研修を行う

救援・復旧・復興段階での行政施策が、女性や高齢者らに
とって利用しやすいものとなるよう配慮する

普段、地域にいることが多い女性や高齢者らに、自分や家
族の身の安全を守れる知識や技術が習得できる機会を増や
す

男女共同参画の視点に配慮した避難所運営マニュアルを作
成する

災害時であっても、働く女性たちが出勤・活躍できるよう
に、保育所や高齢者の一時預かりなどの支援を絶やさない

市や地域の防災計画や災害時要支援者支援計画などを検討
し、策定する場への女性の参画を増やす

48.1 

43.0 

37.4 

36.2 

32.8 

20.2 

12.8 

12.6 

12.2 

11.2 

1.2 

6.6 

49.9 

45.2 

33.4 

39.1 

28.7 

20.7 

12.7 

11.8 

10.8 

10.8 

0.8 

6.3 

45.7 

39.9 

43.2 

32.1 

38.9 

19.6 

13.0 

13.9 

14.1 

11.4 

1.9 

7.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

全体(n=896)

女性(n=527)

男性(n=368)

(％)

 

 

 

○男女共同参画の視点からみた重要な防災・災害復興対策の取組み 

「救援・復旧・復興段階での行政施策が、女性や高齢者らにとって利用しやすいも

のとなるよう配慮する」が最も多い 
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無回答

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護のための施設やサービスを充実する

子育てや介護中でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

仕事と生活のバランスがとれるよう男女ともに長時間労働などの
働き方の見直しを進める

市の審議会委員や管理職など、政策・方針決定の場に
女性を積極的に登用する

女性に対する暴力（セクシュアル・ハラスメントや配偶者等からの
暴力）の防止や被害者への支援を充実する

男女共同参画社会づくりに役立つ情報を収集し広く提供する

職場において男女の均等な取扱いが図られるよう企業に働きかける

男性や女性の生き方や悩みに関する相談の場を充実する

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

妊娠・出産期、更年期など生涯を通じた女性の健康づくりを
推進する

学校教育や生涯学習の場で男女共同参画に向けた学習を充実する

男女共同参画を進めるための啓発活動を充実する

その他

特にない

50.7 

49.6 

48.5 

44.5 

35.9 

33.8 

32.3 

27.9 

26.2 

23.2 

22.3 

21.7 

19.5 

2.6 

3.6 

5.1 

54.6 

52.8 

49.5 

45.0 

33.6 

35.3 

33.0 

28.1 

26.8 

23.7 

24.7 

20.3 

19.0 

2.3 

2.3 

5.3 

44.8 

44.8 

47.0 

43.8 

39.1 

31.5 

31.0 

27.4 

25.3 

22.3 

18.8 

23.4 

20.4 

3.0 

5.4 

4.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

全体(n=896)
女性(n=527)
男性(n=368)

(％)

 

男女共同参画社会について                           

○男女共同参画社会の実現をめざして力を入れていくべきこと 

「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」が最も多い 
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この資料は、「男女共同参画に関する市民意識調査 報告書」の主要な項目についてまとめた

ものです。 

 この調査にご協力いただいた市民の皆さまへ厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

          

          

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摂津市市長公室 人権女性政策課 

〒566-8555 摂津市三島一丁目 1 番 1 号 

TEL 06-6383-1324 

FAX 06-6319-5970 


